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2015年 ４月29日(水) 第203号 
 

ふれあい情報 

 

第８６回メーデー中央大会開く 

“平和を守り、雇用を立て直そう”（メーデースローガン） 

さわやかに晴れわたった青空の下、連合でつくる第 86 回メーデー中央実行委員会主

催、中央労福協・労金協会・全労済・中央労金が協賛、東京都が後援するメーデー中央大

会が、4月29日（水）午前10時30分から、東京・代々木公園を会場に４万人が参加して開

かれました。中央大会式典では、神津里季生事務局長が提案した「働くことを軸とする安

心社会への扉を切り拓く」とのメーデー宣言が採択されました。式典後、組合員やその家

族など参加者は、会場内に設けられたふれあい祭りのイベント広場でＮＰＯやＮＧＯの活

動を学んだり、レストランカーや模擬店などを楽しみました。 

 
第86回メーデーは、4月29日から5月１日までのメーデ

ーウィークの期間中、全国の地方、地域・地区で開催され

ます。多くの地方では、5月１日のメーデー開催も多く、「中

央大会も 5 月１日に戻すべきだ」との声もこの日の会場か

ら聞こえました。連合も 5 月１日を祝日にするよう求めて

おり、今後のメーデーのあり方が問われています。 

「平和を守り、雇用を立て直す。みんなの安心のため、

さらなる一歩を踏み出そう」のスローガンの下、今

回の中央式典には、退職者連合からは中央退職者組

織20団体332人が参加。代表して阿部保吉会長が、

来賓としてステージに登壇しました（写真）。 

式典では主催者を代表して連合会長の古賀伸明

メーデー中央実行委員長があいさつ、「戦争は、最

大の人権侵害だ。二度と戦争をしてはならないこと 

中央式典に 4万人集う 

4月 29日 

▲登壇した阿部会長。 

参
加
者
で
埋
ま
っ
た
中
央
メ
ー
デ
ー
会
場
（四
月
二
九
日
） 

http://tr.jtuc-rengo/
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 連合・原水禁・KAKKIN の 3 団体は、4 月 23
日から 5 月 1 日までの間、「核兵器廃絶 2015
ニューヨーク行動」を米国ニューヨーク市で取
り組みました。3 団体の代表団（団長・古賀伸
明連合会長）には全国から 57 人が参加しまし
た。この行動は、4 月 27 日から国連本部で開
催された核不拡散条約（NPT）再検討会議に対
して被爆国の声を届けようと実施されたもので
す。 

マンハッタンをデモ行進。Ｎ市民に訴え 

期間中、代表団は国連への 1000万署名の

提出をはじめ、マンハッタン行進への参加、

原爆写真展の開催、ITUC（国際労働組合連合）

との共催による「核兵器廃絶に向けた労働組

合の役割」をテーマにしたセミナーの開催、

在ニューヨーク日本国総領事館と国連日本

政府代表部訪問、ワシントンでの平和関連施

設の訪問などを行ないました。 

3団体では、運動の成功に向け全国で「核

兵器廃絶 1000万署名」活動を取り組んでき

ました。退職者連合も呼びかけに応えて署名

活動を取り組みました。 

▲今年から退職者連合などの専用テントが設けられた。 
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核兵器廃絶ニューヨーク行動の報告 

 

を改めて確認しよう」と訴えました。 

来賓では政府を代表して塩崎恭久厚生労働大臣、

後援団体からは前田信弘東京都副知事があいさつ

を行いました。政党あいさつでは民主党の枝野幸男

幹事長が決意を表明しました。 

 

 

NGO・NPOの代表からは、アムネスティ・インター

ナショナル日本の川上園子さんが連帯あいさつし、

情報労連 KDDI 労組の斉藤恵美さんが、非正規労働

者からの訴えを行いました。 

さらに東日本大震災被災地を代表して連合宮城

気仙沼地協の山本勝彦時事務局長がさらなる復興

支援を訴えました。 

 

 

 

 

連合・原水禁・KAKKIN 

「核兵器廃絶 1000万署名運動」 

退職者連合の最終集計 （4月22日締め切り） 

52万 7,273筆 
ご協力ありがとうございました。 

○全体の最終集計は、716万 1,468筆 
 

▲ニューヨークの６番街を行進する連合などの代

表団。（２００５年のNPT再検討会議の記録から） 

被災地から復興支援訴え 


